韓国岳：硫黄山の眺望

標高1,700mの韓国岳は霧島錦江湾国立公園で最も高い山です。下方の斜面にはアカマツやキリシマミズキが繁っていますが、3合目から４合目にかけて木々は徐々にまばらになり、ここから山頂までの残り1500mほどは開けた景観が続きます。

北に見える噴煙を立ち昇らせている黄白色の山は硫黄山です。1768年に発生した韓国岳の山腹からの噴火によって形成されたこの火山は、霧島錦江湾国立公園内で最も新しい山です。1960年代まで、硫黄山の浅い火口から硫黄を採掘することがこの地域の主要な産業でした。ここは活動中の火山を直接のぞき込むことができる日本でも数少ない場所のひとつですが、韓国岳の上では国立公園を見晴らすさらに素晴らしい景色が見られます。





